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【論点】
　在籍児やコミュニケーション手段の多様化など，多くの変化のもとにある聾学校（聴覚障害児の教育を主と
する特別支援学校）での授業が，効果的に行われるための方策について探りました。

【研究の背景】
　聴覚障害児の教育を主とする特別支援学校（以下「聾学校」）では，近年以下のような様々な変化のもとで，
これまで培ってきた授業の専門性の継承・発展と新しい専門性への取り組みが大きな課題となっています。
　①　在籍児の減少，あるいは多様化
　②　コミュニケーション手段の多様化
　③　学力・言語力向上に対する保護者等の強い期待
　④　専門性の維持・継承・発展に関する課題，等
　本研究では上述するような現状の把握と共に，様々な角度から“多様性の中で機能する聾学校の授業づくり”
について検討しました。

【結果の一部】

　授業の実態把握のための調査からは，国語の授業がきわめて少人数のグループで行われていることや，学年
が上がるにつれて視覚的手段中心の授業グループが多くなっていることなどが分かりました。また少数ではあ
りますが日本手話を主要なコミュニケーション手段とする国語の授業グループも見られました。
　また，本研究は数名の外部の研究協力者（聾学校教員）と共に進められ，それらの結果は実践研究として報
告しました。そこでは学校全体で取り組む授業改善の試み，教員が使いやすい授業評価法の試作，授業改善の
ための職員研修や研究活動，話し合い活動を大切にした授業，等のテーマを設定し，上述のような様々な変化
のもとにある聾学校の授業のこれからの在り方について探りました。また従来の聾教育が大切にし，これから
も必要と思われる授業の専門性については，あらためて基礎・基本を確認するよう努めました。

聾学校の授業の今とこれから －多様な変化に対応した授業の在り方をさぐる－

【本研究の特徴】
　本研究の特徴を上げると次のようになります。
① 　近年の聾学校の授業をとりまく状況を調査で把握し，そこでの課題について聾学校の先生と共に実践研究を
進めました。
② 　聾学校での授業の基礎・基本を確認するとともに，新しい変化に対応する授業の専門性について探ってみま
した。
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【本研究の活用】
　本研究は次のように活用いただきたいと考えます。

１．聾学校の授業の実態を知る
　本研究では全国の聾学校にアンケート調査を行い，国語（幼稚部では「朝の会」）の授業グループの実態を中
心に，教科書の使用状況や授業研究会の進め方，授業改善に資する研修や授業評価のあり方などについてたず
ねました。これらのことから，聾学校の授業の現在を知っていただけると考えます。

２．様々な変化に対応した授業の工夫について知る
　本研究では新・転任者が多い中で授業の専門性を維持するために，様々な工夫をしている事例を紹介してい
ます。また授業における手話の活用についても事例を紹介しています。さらに，小規模校で学校一体となって
授業改善に取り組む事例なども，現在の聾学校の努力を表す事例と考えます。

３．聾学校の授業の基礎・基本について知る
　本研究では，あらためて聾学校で受け継がれてきた授業の工夫を記述しました。これらは新・転任の先生方
にとって，簡単な授業マニュアルになることも考慮してみました。
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【研究課題名（研究期間）】
専門研究Ｂ「聾学校における授業とその評価に関す
る研究　－手話活用を含めた指導法の改善と言語
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【関連情報】
　本研究に先立つ平成16年度から19年度の研究とし
て，以下の二つの報告書が発行されています。これ
らには手話を活用した授業の事例が掲載されていま
すので，合わせてお読みいただければ幸いです。

研究成果報告書（平成16年度～平成17年度）
　聾学校におけるコミュニケーション手段に関する
研究－教職員の手話活用能力の向上とこれを用いた
指導のあり方の検討－　2006年発行

研究成果報告書（平成18年度～19年度）
　聾学校におけるコミュニケーション手段に関する
研究－手話を用いた指導法と教材の検討を中心に－   
2008年発行


